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背景

 ゼミを希望する学生が全員ゼミに入れるようなシステ
ム構築のため, 2011年に情報メディア教育センター
に依頼
 2012年度に実施

 システム構築のための費用は, 研究開発目的のため発生しなかった

 諸般の事情により, 来年度より外部ベンダーに依頼
 多くの教員がゼミシステムの維持を希望

 経済学部の予算から拠出

 本年度は外部委託の予行演習を実施
 学部・情報メディア教育研究センター・ベンダーによりゼミ選
考を実施



本日の流れ

 演習（ゼミ）の立ち位置

 ゼミ履修状況

 ゼミ募集・応募の流れ
（全体のスケジュール）

 ゼミ選考支援システム利用について

 201９年度ゼミ選考の運用について
（経済学部-情報メディア教育研究センター-ベンダー）

 今後の課題



演習（ゼミ）の立ち位置

入門ゼミ
（1年次）

演習
（2年次）

演習
（3年次）

演習
（4年次）

・必修科目
・自動登録

選択科目 (8単位)
（履修しなくても卒業ができる）

１年次１０月〜
ゼミ応募（選考）
（3年次以降ゼミの
変更原則不可）



ゼミ履修状況

２０１７年度
ゼミ募集

２０１８年度
ゼミ募集

２０１９年度
ゼミ募集

ゼミ確定者数
（１年生）

８５６名 ７８５名 ６９０名
※２次募集まで

一次募集応募
者数 （１年生）

１, ０３８名 ８７７名 ８３３名

学生数
（１年生）

１,１６０名 １,０３４名 ９５５名

 2017年度ゼミ募集；2016年10月〜2017年3月で募集実施

 2018年度ゼミ募集；2017年10月〜2018年3月で募集実施

 2019年度ゼミ募集；2018年10月〜募集実施、現在進行中

※学生数はそれぞれ該当年度の5月に公表しているもの



ゼミ募集・応募の流れ
（全体のスケジュール）

イベント名 対象 開始日 開始時間 終了日 終了時間

1

一次募集

募集情報入力 教員 10/5（金） 00:00:00 ～ 10/11（木） 17:00:00

2 ゼミナール紹介配布 学生 10/15（月） 00:00:00 ～

3 第一次募集応募・募集情報発表 学生 10/24（水） 00:00:00 ～ 10/30（火） 17:00:00

4 応募先変更期間 学生 10/31（水） 00:00:00 ～ 11/1（木） 17:00:00

5 第一次選考期間 教員 11/5（月） 00:00:00 ～ 11/16（金） 23:59:59

6 合格先ゼミ登録期間 学生 11/5（月） 00:00:00 ～ 11/19（月） 17:00:00

7

二次募集

募集情報入力 教員 11/12(月) 00:00:00 ～ 11/16（金） 17:00:00

8 第二次募集応募 学生 11/19（月） 00:00:00 ～ 11/25（日） 17:00:00

9 第二次選考期間 教員 11/26（月） 00:00:00 ～ 12/7（金） 23:59:59

10 第二次合格先ゼミ登録期間 学生 11/26（月） 00:00:00 ～ 12/8（土） 23:59:59

11 第二次募集追加合格者登録 教員 12/11（火） 00:00:00 ～ 12/13（木） 23:59:59

12 追加合格先ゼミ登録期間 学生 12/14（金） 00:00:00 ～ 12/17（月） 17:00:00

13

三次募集

募集情報入力 教員 4/1（月） 00:00:00 ～ 4/4（木） 23:59:59

14 第三次募集応募 学生 4/5（金） 00:00:00 ～ 4/15（月） 17:00:00

15 第三次選考期間 教員 4/5（金） 00:00:00 ～ 4/15（月） 23:59:59

16 第三次合格先ゼミ登録期間 学生 4/6（土） 00:00:00 ～ 4/17（水） 23:59:59

一次募集（応募）：
一つのゼミのみ応募可能。
合格＝ゼミ確定

二次・三次募集（応募）：
複数のゼミへ応募可能。
複数合格が出た場合は選べる。
教員は追加合格を出すことが
できる。

※その他、応募期間中に毎昼休みにゼミ相談会を開催し、
経済学部学生会主催によるゼミ合同説明会も開かれた。



ゼミ選考支援システムの利用について

セッティング

 セッティング

①システム担当者に管理者として登録をしてもらう。
［ベンダー］

②利用者（教員・学生）を登録。［事務課］

③各日程・募集人数の設定。［事務課］

教員・学生の利用開始



① ゼミ情報を入力する

② ゼミ募集情報を入力・印刷する

③ 合否を入力する

④ 選考結果を確認する

ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 教員



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 教員

① ゼミ情報を入力する
→ゼミの紹介の掲載



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 教員

② ゼミ募集情報を入力・印刷する

※ゼミ募集情報は、入力後に印刷が可能。
→事務課前に掲示する。



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 教員

③ 合否を入力する
→合否を入力後、「合否選択を確定する」を押すと
教員および学生の法政大学Gmailへメールが送信される。

※合否情報は印刷が可能。→事務課前に掲示する。



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 教員

④ 選考結果を確認する
→学生が確定しているかを確認できる。



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 学生

① ユーザ情報を入力する

② ゼミ情報を確認する

③ ゼミに応募する

④ 合否を確認、ゼミを確定する



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 学生

① ユーザ情報を入力する
→教員が学生を確認する際に活用。



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 学生

② ゼミ情報を確認する
→ゼミの紹介や各学年の募集人数が確認できる。
※応募者数については応募期間終了後に見られる。



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 学生

③ ゼミに応募する
→希望するゼミと自己PRを入力。
応募後は法政大学のGmailに確認メールが送信される

→応募後は「応募中のゼミ一覧」に表示され、
応募期間内であれば変更が可能。



ゼミ選考支援システムの利用について

一次募集（応募）- 学生

④ 合否を確認、ゼミを確定する
→合否は、法政大学Gmailへも送信される。
→合格していた場合は、確定ボタンを押す。



ゼミ選考支援システムの利用について

二次・三次募集（応募）- 教員・学生

 一次募集（応募）との違い

教員
 学生の確定状況を確認し、追加合格を出すことができる。

学生
 最大８つのゼミを併願できる。



201９年度ゼミ選考の運用について
（経済学部-情報メディア教育研究センター-ベンダー）

 キックオフミーティング

 常時、メーリングリストによる
トラブルシューティング

 Blue Jeansでの遠隔会議（週に一度）



 Blue Jeansでの遠隔会議（週に一度）
 トピック例

 システムの細かい改修依頼

 教員の募集情報入力において、内容を入力後に印刷ボタンの表示がされ
るように変更希望

 学生の情報を管理者（事務課）でバックアップしたい (未処理)

 トラブルシューティングの報告
 一次募集応募期間締め切り近くにアクセス数が増加
ゼミ一覧画面へのアクセスがほぼできない状況が発生
→原因をベンダーより報告、来年度からの対策を話した。

 学生のメールアドレス変更に伴い、その他ユーザ情報が消えてしまった
→原因を情報メディアより報告

201９年度ゼミ選考の運用について
（経済学部-情報メディア教育研究センター-ベンダー）



今後の課題

 2019年度からの体制について
→2019年度より、完全に経済学部とベンダーでの運用となるので
それに伴った不具合が生じないか

 外部委託により個人情報の管理がより一層重要に

 ゼミ履修率の安定
→学生のゼミ履修率を高い割合で維持していくためのシステムの構築

 運営側のコミュニケーションの維持
→今後も今年度と同様の密度のある情報共有が必要


